
病原真菌研究部門 真菌感染分野

( D ep a r t m e n t o f P a t h o g e nic F tlrl gi , D i visi o n of F u n g al l nf e cti o n)

研究者の往来に つ い てまず記す. C O E 外国人研究者

として 来E] し て い た D a v id A r th u r W o e)d マ ン チ ェ ス

タ ー 大学客風教授が ｢病慮性旗色共済の 塵生する酸化酵

紫に関する研究+ を終え ( 滞在期間 : 1 998 年9 月1 日 -

1 99 9 年 7 月3 1 El) 帰国した. また日中医学協会の 派過研

究者で あ っ た開 眺金助教授 ( 遼寧中医学院) 那.

｢ P a r a c o c cidi oid e s b T .a S u ie n sis に対する感染防御 に お

ける多形核白血球の 役割+ に つ い て研究を終え帰国した

( 滞在期間 : 199 8 年4 月3 日 - 1 99 9 年3 月31 E] ) . 外国人受

託研修且として . N a dj a R o d o rig u e s d 白 M el o ( ブ ラ ジ

ル カ ン ビ ー

ナ ス大学院生, 研究深海 ; A I D S 患者に おけ

る柄期と奥歯フ ロ
ー

ラ に関する研究, 滞在期間: 1 99 9 年

7 月1 3 E]
- 20 00 年6月2 7 日) お よび A n a B e a t riz A lk m i m

T eix ei r a ( ブ ラ ジル カ ン ピ T ナ ス大学院生, 研究殊魔 :

エ イ ズ合併感染病菌 ･ 真薗学研究手法, 滞在期間 : 1 9 99

年1 0月2 4 日 - 2000 年2 月2 7 日) を受け入れた.

本年度は国内外の研究者による外部評価者受けたが,

1 2 名 の国外評価重度のうち, ブ ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 大

学免疫病理学研究所長 L tliz B 8 Z e r r a C a r v alh o J r . 敬

撹 (期間 : 1 99 9 年1 0 月1 0 日 - 1 0月1 7 日) ならびに金 正

愛韓国 ソウ ル大学助教授 (期間 : 199 9 年1 1月1 4 日 - 1 2 月

1 7 日) に は来日をお顔い し, 各分野の研究成果に つ い て

実地に就明を行い, 評価を仰いだ.

さらに C O E 関係 で は非常勤研究員として 今津道夫博

士, 研究支援推進旦とし て畑 洋子氏が それぞれ昨年度

に続童採用された. 大学院生 (医学研究科 特別研究学

坐) とし て 高橋
一 朗 ( 旭川医大 ･ 医学研究科) が入学 し

た. 卒論生と して 受け入れた藤崎明希子 (東京理科大 ･

薬学部) が所定の 単位を取得し, 卒業した.

19 9 7 年より国際協力事業団 ( JIC A ) の プ ロ ジ ェ ク ト

として 創設された ,
ブ ラ ジ ル国力 ン ビ

ー

ナ ス 大学塩蘇研

究プ ロ ジ ェ ク ト ｢ エ イ ズ合併症と して の 真菌感染症+ の

研究にお い て は, 長期専門家として派遣されて い た佐野

文子が任期 (任期 : 1 99 8 年7月1 日 - 1 9 99 年6 月3 0 日) 杏

終え帰国し, 研究支援推進員と して採用された. 同 プ ロ

ジ ェ ク ト関係で は宮治 (期間 : 1 99 9 年6 月12 日 - 1 9 99 年

7 月1 1 日) お よ び福島 (期間 : 199 9 年10 月2 8 日 - 1 9 99 年

1 1月2 8 日) が短期専門家として 派過された.

研 究概要

本年波の研究成束の 概要に つ い て以下に配す.

I
. 感鞄防御機構に関する研究

パ ラ コ ク シ ジオイ デ ス 症は中南米渚国の主要な全身性

尭菌症で. 我国にと っ て は輸入奥歯症の - つ で ある. 本

症 の原因薗である P a T .a C O e Cidi oid e s b r a sili eTL8 由 ( P b)

の感鞄に射し, ヒ ト多形核白血球 ( P ”N ) が防御的役

割を担 っ て い るか否かは長年関係酪国の研究者の重要な

研究部題であ っ た. 我 々 は抗菌拭験に おい て長時間 ( -

72 時間) 混合培凍法を用いる こと によりヒ ト P M N が本

常に射し静歯効果を発拝すること, さらに JF N ･

r , G M -

C S F および1 し1 βがP M N の抗菌活性沓顧曹に増強し,

清性化されたP M N は P b に対し殺菌効果を発揮する場

合もある こ と巷In uit r o の 実験で 確認し, ヒ ト P M N

が木蘭感染の初期におい て 重要な防御的役割を担い得る

ことを明らか にした . さら に
"

IF N ･

r と G M - C S F
”

あ

る い は
` `

IF N -

γ とⅠし1 β
”

の 組合せ は ヒ ト P M N の 抗

菌括性を相乗的に増強することを明らかにし, パ ラ コ ク

シ ジ オイ デ ス症の治療におい て サ イ ト カイ ン併用の有効

性を示唆した. ま た,
.
t ト P M N の P b に対する抗菌効

果は走査電子廟微妙こよる 菌体表面の 形態観察に よ っ

て も温められた. こ れらの研究成果は パ ラ コ ク シ ジオイ

デ ス 症に対する宿主防御親構の理解を深めるため に大き

く寄与すると考える.

Ⅱ .
ブ ラ ジ ル ･ カ ン ビ

ー ナ ス大学 ･ 大学病院 ･ 小児科 エ

イ ズ外来患者より分離され た CTa n did a d u bli nie n sLs

に つ い て の研究

こ こ数年 エ イズ患者の 日和見真菌感染症の原因菌とし

て C a n did a 血bZ 払ie TZ Si 8 が 話題 に 上 っ て い る
. 本菌は

形態学的, 生理学的に C . aEbi c m s と非常に現似して い

るが19 95 年に 別の種とされた , 主な特徴はC H R O M a g a r

上で の 墨色が濃緑色で ある こと ,
42 ℃ で の 発育が撫いも

しくは悪い こと. ブ ド ウ の房状の 厚膿胞子を多数形成す
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る ことなどが挙古ヂられて い る. 世界各国で分離例が報告

されて い るが, ブ ラ ジ ル で は我々 が分離, 同定するま で

報告はされて い なか っ た . ま た小児科領域で はギリ シ ャ

の報告例を見るに過ぎず, 貴重な分離例で ある . 我々 が

今回分離した C .
d zLbli ni e n sis は ブラジ ル

･ カ ン ビ ー

ナ

ス 大学 ･ 大学病院 ･ 小児科 エ イ ズ外来患者の 口腔内裏菌

叢の調査 に より得られたもの で ある .
E I V 陽性患者1 72

名 に つ い て, 舌根部に舌庄子を当て て , こ の 舌庄子を マ

イ コ セ ル寒天平板培地に 塗布し, 真菌を分離 した .
C .

血♭li ni e l W L s の 分離株は4 株で, い ずれもfII V 陽性 で エ

イ ズを発症 して い る 3 歳の 男児の 同 一

患者か ら分離さ

れた. ま た C , d u bl h ie n s ね の他 に C . albi c a 7 W , C . p a r a
-

p sil o si s, a . t T
1

0 P i c a lis も付随し て 分節され た . 男児白

休は口腔内に 病変を持たず, また抗其菌剤の投与も受け

て い なか っ た . 本菌の 同定はI)1 / D 2 領域の D N A シ ー

ク エ ン ス に より C B S の標準株 と比較し, 同 一

シ
ー

ク エ

ン ス を示した ことか ら最終同定に至 っ た .
こ の分離株と

C . a lbic a n s に つ い て マ ウ ス に対する病原性を検討 した

と ころ, C . a lbic a TL S よりも病原性は弱い もの の , マ ウ

ス に は敦死的で あ っ た .
ま た病理組織学的観察で は, 主

に腎臓 と脳を侵すこと は C . a lbi c a n s と同様で あるが,

組織内で の菌糸状発育は寿青く, 酵母形細胞が炎症細胞に

取り囲まれて い る像が見られた .

DI
, 病原真菌の分子系統, 同定, 分子疫学的研究

これ ら の研究 は生態, 系統 ･ 化学分野との共同研究 と

して進められ て い る .

分子系統学的研究 で は, A r t h r o d e r m a t a c e a e 科菌に

つ い て5 . 8S を含むIT S 1 と IT S 2 領域 の塩基配列 を明ら

かにし, こ れ
.
らをもとに系統関係を解析した . そ の結果

T Tich o p h y t o n T
.

u b r L m , T . h a n e i, T .f isc h e T ･ は ど の 好人

位菌, M ic T ･ O S P O T ZLTTi T m T n など の好獣性鼠 T . L et
.

r
･

e S t T
･

e

な ど の好土性菌がそれぞれ独立したク ラ ス タ
ー を形成す

る ことが判明し, 本科の菌類の系統が生態学的オ リ ジ ン

と強 い相関性を持つ ことが示唆された. 皮膚糸状菌の分

子疫学的研究で は世界各地域から分離された T . tムn 8 u , a n S

に つ い て, 先ず木蘭の 同定に有用な P C R プ ラ イ マ ー を

見出し, 本 プ ラ イ マ ー を用 い た R A P D 法 に より蔵内変

異を検討した . そ の 結見 世界各地域で分離された木蘭

に は種 内変異 の な い こ とが 明らか と な っ た . ま た T .

T n e n t a g r OP h y t e s に つ い て は同様に R A P I) 法 に お い て

そ の D N A の 多型 パ タ - ン と本菌の コ ロ ニ ー

形 態 に相関

性の ある こ とを見出した .

病原美園の 同定に関する研究で は, L S U r D N A の
一

郎

領域の P C R 増幅産物に つ い て Si n g l e S t r 8 . n d C o nf o r m a ･

ti o n P o ly m o r p lli s m (S S C P) 法の適用を試みた C b n did a -

T ri c h o 8 P O T
･

O n の 各菌種 に つ い て , D l / D 2 領域 の後半

部の釣3 00 塩基を増幅し S S C P 法 によ る検討を行 っ た結

果, 本法が これ ら蘭幣の 同定 に極めて 有用で ある ことを

見出した. 結果 の良香に電気泳動の温度条件が重要で あ

る ことが判明した.

Ⅳ . 病原性黒色貴簡の細胞外帝素頬の 生理生化学的研究

本課題に つ い て も生態, 系統 ･ 化学分野との 共同研究

として新たに発足 したもの で , 特に病原性黒色奥菌の細

胞外硬化酵素と して ペ ル オヰ シダ ー ゼ に 焦点を当て ,

ス ク 1) - ユ ン グを行 い, F o n s e c a e a p e d r o s oi, Cl a d o p hi
-

a l op h o l
･

a C a r r io T u ほ どで産生される ことが明らかとな っ

た . 現在本酵素の 精製が進められて おり, 分子宜約5 方

位あ蛋白質で あるこ と等が判明して い る.

Ⅴ . 其菌の二次代謝産物に 関する研究

本研究で は, 病原真菌の環濠菌, 特に不整子嚢菌類ホ

ネタ ケ目の菌現 を中心に免疫蔵宿物質, 抗真菌性物質の

研究, ま た病原真菌類に おける病因性物質などの探索を

テ
ー

マ に 活動して いる. 本年度の結果として, A u x a T .t h T t O n

c o nj zL g a 払Tn より抗 力 ン ジダ宿性を持 っ 新規の p y r r oly l -

t e t r a e n yl - α -

p y r o n e 系物質数種を, また O id lo d e n d r o n

cf . tl
･

a n C a t u T n か らは抗真菌作用を有する新規の t e t r a -

n o r d it e r p 8 n e l a c t o n e 系物質数種を発見したo
-

万 病原

兵菌類の代謝産物の探索で は日和見真菌症の原因菌とし

て近年分離例が増えて い る S ch ig op わ･lh & m c o TT m ZL n e の

培養液か ら新規の細胞毒性物質を単離し, そ の構造を明

らか に した. 本物質の病因性な どの研究は今後の殊題で

ある.

ⅤⅠ. さ び菌幣の分子系統学的解析と分類学的研究

絶対寄生性や多様な生活史を有するさび菌類に つ い て,

リ ボ ソ ー ム R N A 適伝子を指棲として分子系統学的解析

を行い. さび菌類の 種の 同定, 分類や種内個体群の解析
へ の応用を試みた.

1 ) マ ツ類幹さび病菌 ( α o T W tl u T n Sp p ” E h d o c r oT W t

i u T n S P P .) の 分子系統学的解析

日本およぴ ロ シ ア極東地域に分布する マ ツ類幹さび病
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菌に つ い て IT S 領域ならび に L S U D l / D 2 領域 の 塩基

配列を決定した.
これ に よ っ て得られた解析結果とさび

薗各樺の形晩 生清史, 地理的分布に つ い て 比較検討を

行 っ た括弧 内生塾生活史を有するさ び菌に つ い て 創設

された E n d o c r o n a T t iu T n 属 が多系統である ことが明らか

となり, 同展および C T
･

O n a l
･

tl u m 属の 分類学的取り扱い

に つ い て再検討する必要が謎められた.

2 ) ブドウさび病菌 (P h a h o p s o r a a m p el o p sidis c o m p l e x)

の D N A 多型解析

寄生性の異なる
.
3 つ の個体群の 存在が知られて いたブ

ド ウ さび病菌 P h a h o p s o r a a T n P el o p 8idiB C O m P 18 Ⅹ に つ

い て, D l / D 2 領域の P C R ･ R F L P 解析を行 っ た .
そ の

結j私 これら の各個体群は R F L P パ タ ー ン にお い て,

それぞれ他の 個体群と明確に区別され また各個体群内

で は R F L P / < タ ー ン に適 い が経め られなか っ た . した

が っ て , 寄生性の異なる 3 つ の個体群は遭伝的に たが い

に独立で ある ことが明らか とな っ た.

畠) ヒ バ 天狗巣病菌 ( B b s t o s p o r a b et u la e) 個体群の

D N A 多型解析

異種寄生お よぴ同種寄生の 2 つ の生活史を有する こと

が報告されたヒ バ天狗巣病菌 B la s t o 8 P O r a b 血 I a e 個体

群の 遭伝的変異を明らか に するため に異.なる発生地から

単 一

の 胞子堆を多数採取し, IT S - D l / D 2 領域の P C R -

R F L P 解析巷行 っ た.
そ の結果, ヒ パ 上 に発生したさび

胞子世代の個体におい て は多型がま っ たくみ られなか っ

た の に対して, ミ ズ メ上 に 発生した夏胞子 ･ 冬胞子世代

の 個体で は多型が認められた . まれ 発生地の状況から

前者は同種寄生塾生清見 後者は異種寄生塾生括史をそ

れぞれ繰り返 して い ると考え られた. し たが ･

? て , ヒ バ

天狗巣病菌 B . b et zLla e は発生地によ っ て適伝的多様性が

異1j: り, こ の ことはそ の発生地で繰り返される同園の生

宿史に起因して いる ことが示唆された.
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a n d b c c 8 m e C ritic al . B l 郎 t O m y C O BiB h a 占 n Ot y et

b e e n r e p o rt ed . T hi月 S u r v e y i n dic & t 8 8 t h at t h e

n u m b e r o f th e i m p o r t e d m y c o s eB i n J a p a n i 8

i n cr e a 8i n g . 1t i8 n e c e s s a r y f o r th e re B P O n Bibl e

a u t h o ritie B t O t ak 8 C O u n t O r m ? 8 8 u r e昌 t O C op e

w it h th i8 占it tl a ti o n
.

2) E il n J A , G ll与 m 鼓o N B , O k a d a K , C a m p o s - T 8 血ki

G M
,
F l1 kn 8 hi m & a , N iB hi m u r 8 K , M i y aji M :

Id e n tif ic a ti o n of TT
･

ich op h y t o TL t O n S 払r a n 8 b y

r a n d o m a m plifie d p oly m o r p hic D N A . A n n

D e r m a t o l ll :.13 5 -14 1 , 1 9 99 .

T ric h o p h y t o n t o n s u T
･

a T W i s a n a n t h r o p o p hili c

d e m a t o p h y t e m o s tly c a u si n g ti n e a c a pi ti 8 a n d

ti n e a c o r p o ris . I n A sia n c o u n t ri es
,
it h a s r a r ely

b e e n is ol a t ed tl n til n o w . H o w e v e r , it i 8 n e c e s s a r y

f o r r e s e a r ch e rさ i n A 8i a z I C O u Tlt ri e占 t O b e m o r e

a c c u s t o m e d t o T . t o n s zL T
.

a n 8 t h a n b ef o r e b e c a u s e

o f f r e q tle n t i n t e r n a ti o n al s p o r t s e x cll a n g e S

n o w a d a y s . T hi白 S t u d y w 白. S p e rf o r m e d t o id e rl tif y

T . t oT ZS u T ･a n S b y r a n d o m a m p lifie d p oly m o r p hi c

D N A ( R A P D ) a 皿 1y sis . R A P D i s c o n si d er e d a

r a p id a n d r eli a ble m e t h o d f o r i d eTl tifi c a ti o n o f

T . t o n s u T
.

a n S if t h e p r o c e d u r e i s c 8.r e f u ll y s t a n d-
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a r di z e d wi th 8 d e q 11 a t e. p ri m er s . ･

3) E i 血 J A , T iki E a W a 氏, F u k tlS hi m a a , N i shi m tl r a

R
,
M iy aii M さId e n tifi c ati o n a n d g e n e tic h o m o -

g e n eit y o f T ric h o p h y t o n t o n s u r a n s i s o l a t e d

f r o m s e v e r al r eg
･

i o n 8 b y r a n d o m a m p lifi e d p oly -

m o r p b ie D N A . M y e o p a t b ol o gi a 1 45 : 1
-6 , 1 9g 9 .

T r i c h o p h y t o n 七o TL S U r a n S i s a n a n t h r o p o p llili c

d e r m a t o p lly t e B m O 昌七I y c a u si n g tit l e a C a p iti8 a ･n d

ti n e a c o r p o ri s . T hi s s tll d y w a s c a r ri e d o ll t t O

id e n tif y T . t o TL8 W a n占
.
a n d t o cl a rif y w h e t h e r it

h a s a n y g e n e ti c diff e r e n c e s d e p e n din g o n th e

p h e n o t y p e o r r e g lO n Of is o l a ti o n b y r a n d o m

a m plifi e d p oly m o r p hi c 工) N A ( R A P D ) a n aly sis

･ wi th th r e e r a n d o m p ri m e r s . T h e a s s a y w a s

p e r f o r m e d i n l l K o r e an , 2 J a p a n e s e , 2 T ai w a n e s e ,

5 B r a zili a n a n d 1 A n e ri c 8 n i8 01 8 .t eS Of T . t o n s u T
･

a T L S

t o g et h e r wi t h th e o t h e r 1 0 a n a m o r p hi c s p e ci e s

o f d e r m a t o p h y t e s a n d 3 A r t h r o d e rT n ¢ S P p .
A ll

t e st e d S p e ci es of d e r m a t o p h y t 8 S S h o w e d di s t in ct

b a n d s a n d T . t o TL S u T
･

a n S W a s diff e r e n ti a t e d f r o m

o t h e r d 8 r m a t O p h y t e B . It w a s m o s t Cl e a rly dif
-

f e r e n ti a t e d fr o m T . Tn e n t a g r OP わ･t e S b y u s in g

p ri m e r 5
'
- G A A G G C T C C C - 3

'

( O P A O -1 5) . N o dif -

fe r e n c e w a s f o ll n d i n R A P D t 岨n d p a t t e r n s i n

･ d 1 8 t m i n B Of T . t o n s u T
･

a T ば W it h t h es e r a n d o m

p ri m e r s . It w a s C O n Sid e r e d t h at T . t o T u ; u r a n S i s

a g e n eti c all y h o m o g 皿 e O u S S p e ci e s r e g a r dl e s s o f

it s i s o l a ti o n r 喝i o n s , m o r p h ol o g ic o r p h y si ol o g l C

c h 乱r 8 C t eri8 tic s .

4) E o s o e T , F u k u 8 hi m a E , T a kiz a w a K , M iy aji

M , K a w ai E : T h r e e p y r r oly l o c t a t et r a e n y l- a ･

p y r o h e f r o m A u: x a rt hT
1

0 九 c o TU u g a tZL m . P h y t o c h 8
-

mi st r y 52 (1 999) : 4 59 -46 3 .

T h e r e d p ig m e n t 8 , a tl X a r C O nj n g a .ti n 8 A , B a n d

C , w e r e is ol a t e d f r o m m y c eli a o f A u x a r t h T O n

c o n) u g a t u T n , a n a S C O m y C e t O 11 8 fu Tlg l18 b el o n g l n g

t o t h e O n y g e T l a C e a e , il l W h i c h th e c a u s ati v e

fu n g l O f S e v e r e m y c o B e S al s o b el o n g . T h e Bt ru C-

t u r e B O f a u 玉a r C O nj tlg a ti n B A , B a n d C , i n cl u di n g

t h e s t 8 r e O Ch e m i s t r y o f t h e c o n ]
'

1 1 g a t e d t e t r a e n e ,

w e r e e s t a bli s h e d b y B P e C t r O 8 C O pi c a n al y s e s . T h e s e

c o m p o un d s w e r e i n e q u ilib ri u m wi t h a f e w

d o u bl e b o n d 8 t e r e O i 8 0 m 8 r 8 0f t h e d ollbl e b o n d s

w h e n di8 S OI v e d i n M e O王I o r M e C N .

5) E o 白O e T , N o z a .w a K , L u m le y T C , C u r r a h R S ,

F tlk u 8hi m a A
,
T a kiz a w a E , M iy aji ” a n d

X a w a i K : T et r a n o r di t 8 r P e n e l a ct o n e s , p o t e n t

a n tif u n g al a n 七ibi o 七i c s f o r h u m a n p a t h o g e n i c

y e a s t 8 , f r o m a n n iq u e s p e cic さ Of O id l o d e n d T
1

0 Tl .

C h e m . P h a r m . B l止1 . 4 7(ll). : 1 5 91
11 59 7 , 1 99 9 .

T h e c ul tlユr 8 filt r a t e o f a fll n g u S is ol a t ed f r o m

d e c a y i n g P i c e q g 払tLC a W O O d a n d t e n t a ti v ely

i d e n tif ied a ぷ
1

o idi o d e n d r o n cf . t T
･

u n C a L u T n S h o w e d

st r o n g a n tibi o ti c a .c ti vi t y a g ai n st t h e p a tl1 0 g e ni c

y e a s t , C a TLd ld a albi c a n s . F o u r n e w t e t r 8 皿 O r dit e ト

p e n oid s , oi dio d eT ld r o lid e 白 A , B a n d C a n d

o id i o d e n d r o ni c a cid w er e is ol a t ed al o n g w it h

t h r e e kn o w n t e t r a n o r dit e r p e n oid B , L L
- Z1 271 a ,

P R 1 388 , a n d 8 C r O 8 t 8 .1i dic & cid , f r o m ric e f e r
-

m e n t e d b y t h e a b o v 8 fu n g lユB . T h e s t ru ct u r es of

oidi o d e n d r o li d e s A
,
B a n d C a n d o idi o d e rl d r o ni c

a cid w e r e e s t a blis h e d o n th e b a Bi8 0 f･ 8 p e C t r O
-

s c o p i c a n d ch e mi c al i n v e stig a ti o n s . T h e a n ti -

fll n g al a c ti vit y of t h e a .h o v e t et r a n o r dit e r p e n oid s

a g ai n B t t h e p a t h o g e nic y e a 8 t S , C h T ldid a a lb i c a n s

a n d C ry p t o c o c c u s T m f o r T n a n S i 8 di8 C 11 朗 e d .

6) K u rit a N , O a r a d a M , It o E 且n d M iy a]
'

i M :

A n tif u n g al a c tiv it y o f h u m a n p oly m o r p h o Tl u Cle a r

letl C O C y t e S a g ai n s t y e a s t c ells of P a r a c o c cidi oid e s

b T
･

a Sili e n sl s . M o d , M y c o l . 3 7 : 2 61 1 26 7 , 19 99 .

H u m an p e rip h e r al bl o o d p ol y m o rp h o n u cle a r

le u c o c y t e 8 ( P M N ) w e r e e x a mi n e d L n v it T ･O f o r

a n ti fu n g al a c ti vit y a g a i n s t y e a s t C ell s o f P a r a-

c o c cidi oid e s b r a si li e n st8 . T h e y e a s t C e ll o f th is

fll n g u S W a s r e Si s t 8 . n t t O k illi n g b y P M N . E o w -

e v e r , P M N e x hibi t e d a f u n gi s t a tic eff e c t o n th e

fu n g al i 8 01 a t e s e n p l o y eq i n a l o n g - t e r m ( - 7 2

h r ) a s s a y . L y 8 a t e B O f P M N did n o t s h o w a

f u n g i B t a ti c o r f u n g i cid al eff e ct , i n di c a ti n g t h a t

li v e P M N a r e n e c e s s a r y f o r t h e a n tif tL n g al eff e c t .

I n t e r f 8 r O n -

γ(I F N -

γ) eJl h a n c e d t h e a n tif u Tl g al

a c ti v it y o f P M N . IF N -

r
-t r e at e d P M N kille d

iB Ol a .t e B t-4 wi t .hi m 2 h r o f c o c u l t u r e , a n d a f t e r

2 4 h r･ a s till g r e a t e r k illi n g eff e c t w a s o b s e r v e d .
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B y c o n t r a s t . 1 F N
･

γ
･ t r e a t e d P ” N did n o t s h o w

a sig n ific a n t k illi n g eff e c t o n is o l 且t C T a b u , b u t

di d e x hibit a n e n h a n c 8 d f u n gi芦t a ti c eff e c t o n

t his is ol a t e . I n c o n t r a s t
.
t ,l l m O r n e C r O 畠i8 f a ct ,o r -

a a n d i n t e rl e u ki n 8 h 且d n o eff e c t ( ) n t h e a n t i -

f u n g al a cti v it y o f P M N . S c a n ni n g el e c t r o n

mi c r o s c o p y r e v e ale d t h a t t h e s u rf a c e S t r u c t ur e

of t h e f u n g al c 811 w a 白 a p p a r e n tl y d a m a g e d b y

P M N wi thi n 2 4 h r o f c o c ult 11r e8 . B a s e d o rl t h e s e

n o v el fi n di n g s . w e s p e c ul a t e t h a t h u m a n P M N

m ig h t p l a y a r ole i n h o s t r e 8iB t a n C C i n e a rly

i nf e c ti o n wi t h t hi貞 f u n g u s d n e t o t h ei r a rlti ･

f t m g al a c ti vit y .

7) S a n ° A
,
T a n 8 k a 氏, Y o k o y a m a Iく, F r a n c o M .

B a g 喝Ii E , M o n t e n eg r o M R , M il 組 r n i Y･, M iy aji

M , N iB hi m u r a K : C o m p 8 ri8 0 n b et w e e n h u m a n

8 nd a r m a dillo P a r a e o c cidl oid e s b r a s ui e n si s

is ol a t es b y r 8 .n d o m 8 . m p lifie d p ol y m o r p hic D N A

且n aly si 畠. M y c o p a t h ol o g i aL 14 3 : 1 6 5 ･1 69 , 1 99 9 .

Si x t y -t h r e e P a r a c o c cidl oid e s b T ･a S ilie n sis is o ･

l a t e白 f r o m t h r e e ni n e ･ b a n d e d a rm a dill o s C D a 3 y P u S

T W t) e m CiTW t u S)
,
O n e A m a z o ni a n a r m a dill o s a n d

1 9 cli ni c al is ol a t e s w e r e c o m p a r e d b y r a n d o m

a m p lifi ed p oly m o r p hi c D N A a n aly sis w it h t h e

p r i m e r O P G
-1 9 . T h e i s ol a t e s w e r e di v id e d i n t o

t h r e e m a]
'

o r cl u st e r s
,
I , Ⅱ a n d Ⅲ . C oi n cid e n c e s

b e t w e e n h ll m a n a n d a r m a dill o i s ol a t e s w e r e

o b s e r v e d i n clu st e r I a n d Ⅱ . Cl n 8 t e r Ⅲ c o n 8 ist e d

o nly of a r m a dill o s is ola t e s . T h e r e s ult s stlg g et e d

t h a t ( I ) h u m a n s m a y a c q tlir e P . b r a sllie n sis

i n f e c ti o n b y c o n t a c t wi t h a r m a dill o s e n vi r o n m

e n t
,
( Ⅱ) th e r e m a y b e P . b r a 8ili e n sis g e n o t y p e 8

p e c u li a r t o th e a n i m al, a n d ( 班) i n d iv i d tl al

a r m a dill o s m a y b e i nf e c t ed w it h P . b r a sllteTLSis

c e ll s w i th diff e r e n t g e n o t y p e 8 .

8) S a n ° A
,
D ef a v e ri I , T a n a k a 氏 , Y o k o y a m a X ,

E ll rit a N
,
F r a n c o M , C o elh o K I R , B a g a gli E ,

M o n t e n e g r o M ,
M i y aji M .

N i s hi m ll r a A : P a th o -

g e n ic itie s a n d G P 4 3 k D a g e n e of t h r ee P a T
･

a C O C-

cldl oid es b r a 8ilie n sis is ol at e s o ri g i n a t e d f r o m a

n i n e - b 且 n d e d a r m a dill o ( D a s y p u s n o u e TTW iT W t ZL S) .

M y c o p a tl1 01 o g i a 1 44 : 61
- 65
,
1 99 9 .

W e s ttldie d t h r e e diff 8 r e n t is ol a t e s of P a r a e o -

c cidi old e s b r a sille n sl8 O b t ai n e d f r o m t h e m e B e n -

t e ri c ly rn p h n o d e ( D 3 L l) , t h e B p le 血 ( D 3Sl) a n d

t h e li v e r ( D 3 L I V l ) of t h e s a m e a r m adill o

( D a s y p u s n o u e rn cln ct u s) . P ILL m o n al i nfl a rrl m a t O r y

a r e 8 W 8 S e v al u a t ed b y i n t r a v e r1 011 S i n o c ula tio n

of 1 0 6 y e a s t c ell s o f e a c h i 8 0 l a t e i n y oll n g m ale ,

d d Y mi c e ･ M o r e o v e r
,
t he p a r ti al g e q u e m ce o f

G P 43 k D a g e n e o r P . b T ･ a Silie n s is w a s a n aly z ed ,

T h e l u n g i n fl a m m a t o r y a r e a w & 8 g r e a t e r i n

a ni m 81 畠ir1 0 C ul 8 t e d w it h is ol a t e D B S l . T h e p a r ti al

8 e q tl e n C e Of G P 43 k D a g e n e i ndic a t e d t h a t i s ol a t e

D 3 Sl is diffe r e n t f r o m is ol a t e D 3 L Y l a n d

D 3 L I V l .
T his S t u d y 8 u g g e 8t e d th a t t h e s a m e

8 r T n a dillo mi g h t b e s tlS C ep tib le m u l tip le P .

b r a 8ilic n siB is olaLt e S Si m ult a n 8 0 11Bly .

9) E u ri t a N , Bi s w 8 畠 M , 0 & r a d a M , S 8 n O A . N i8 hi
-

m u r a K , M iy aji 班 : F u n g i st a tic a n d fll ng i cid al

a c ti vitie s of m t l ri n e p oly m o rp h o n u cle a r le u c o
-

c y t e s a g ain st y 紙 S t C el18 Of P a r a c o c eidl o u c s

b r a silie TW Is . M らd M y c o1 3 7 : 19
-24
,
1 999 .

1 0) H o s o e T , N o z a w a a , K a w a h a r LI N , F u k tlB hiT n a

K
,
Ni s hi m u r & K , M iy aji ” a n d K a w ai Iく: Ⅰ8 0 -

1 8 ti o n o f a n e w さo t e n t c y t o t o ェi c p ig m e tlt al o n g

wi t h i n di g o ti n f r o m t h e p 8 t h o g e ni c b a sidi o m y -

c e t o u 8 f u n g u s S ch iz op わ,llu m e o T n T n u n e . M y c o p a -

t h ol o g i a , i n p r e s s .

l l) K tl rit a N , O a r 8 d a M , M iy 8ji M a n d lt o i :

E f fe c t of c y t o k in e s o Jl atl ti fu n g al a c ti v it y of

h u m a n p ol y m o r p h o n u cl e a r l e llC O C y t e S a g ai n s t

y e a 8 t C eu 白 O f P L W a C O C Cid io id e s b r a sili e n si s .

M e d M y c ol , i n p r e s s .

1 2) It o E , S 8 t 8 .k e M , O f uji Iく, K u ri t a N , M c M a h o n

T
,
J a m e s E a n d Y a 8 u n O t O T こ M ultip l e o r g a n

d a n a g e c a tlS e d b y a n e w t o x i n
,
a z a 8 p ir a ci d ,

is ol a t e d fr o m m u B S e1 8 p r O d u ce d i n l r el a n d .

T o x ic o n , i n p r e s s .

1 3) 篠田孝子. 久米 光, 福島和瓦 島田慈彦, 村瀬勢

津子, 内田勝久 池田玲子, 安藤正亀 森 健, 加

藤卓朗 : 日本医真蘭学会標準化委員会報告. 寅菌誌

4 0 : 23 9 - 257
,
19 99 .
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著書

1) 宮治 誠 (分担) ニ病原其商学 ｢ 新訂臨床検査尊慮

微生物学 / 臨床微生物学+ , p .
25 3 -2 7 9

, 医歯薬出版

( * ) , 1 99 9 .

2) 宮治 誠 (分担) : 輸入其菌症, ｢ 内科学+ , 黒川

清, 橡帝佑次 * , p . 19 42 -1 944 , 文光量, 1 99 9 .

3) 官給 誠 (分担) : コ ク シ ジ オイ デ ス症, 感艶症予

防必携, ( 財) 日本公衆衛生協会, p . 12 5
,
19 99 .

絶鋭

1) 佐野文子, 西村和子. 宮治 誠 : パ ラ コ ク シ ジ オイ

デ ス 症に おける性差の 解明. 真菌誌 4 0 : 1 ･8 , 1 99 9 .

雑旋

1) 官給 誠 : コ ク シ ジオイ デ ス症､ 日本医師会雑鮭

臨時増刊 V ol . 1 22 : 1 2 4 112 5
,
1 99 9

そ の他

1) 富治 誠 : 保健 ニ ュ
ー ス 身体に繁殖する ｢ カ ビ+ ,

少年写真新聞 19 9 9 年1 0月28 日号 第112 7 号付録

2) 今津道夫 : 火と花の大地 北ク
1) ル ･ カ ム チ ャ ッ 丸

山と渓谷 76 8 : 12 4 -1 2 7 . 1 99 9 年7 月号

学 会 発 表

( 国膝学会)

1) N a k ai T , U n o a , M i y aji M : I n v it r o a c ti v it y

of F K 463 , a n o v el a n tif ll n g al 1ip o p e p ti d e , a g ai n s t

cli n ic ally i m p o r t a n t , 1 es 8 C O7 n m O n m ol d s a Jl d

di m o r p hi c f ll n g l . 3 9t h l n t e r s ci e n c e
.
C o n f e r e n c e

o n A n ti mi c r o bi a l A g e n t s a n d C h e rn o t h e r a p y

(IC C A C ) , A b s t r a c t p 5 69 , S ari F r 8 n Ci s c o , U S A ,

1 99 9
.

2) E J a m ei E , N i s hi m ll r a a , T a g u c hi i , M iy aji M :

B 8 .Sidi o m y c o 由 b y S c hi z o p h y lt u m c o T n Tn L m e
-

a

st e alt h y dis e a s e . 3 9 th h t e r s cie n c e C o n f e r e n c e

o n A n ti mi c r ot)i al A g e n t s a n d C h e m o t h e r a p y

(I C C A C ) , A b s t r a ct p 5 5 8 , S a m F r a n ci 8 C O , ロS A ,

1 9 99 .

3) S hi o 8 a ki R K , O k a d a a , N ig a m P , B 11 0 n afi n a C

M
,
F l1 kn s hi m a K , M iy aji M ,

G u 8 m a O N B e

C a m p o s T a h ki G M : A 8 p e C t O 8 bi o q u i mi c o s d e

e s p e ci e 8 d o g e n e r o C u n n i n g h a m ell a : a n alis e d a

c o m p o sic a o d e a cid o 叩 r a X O S . ⅠI C o n g r e s s o B r a 1

8il eir o d e M ic olo g i a , P r o c e e di n g s p 1 32 , R i o d e

J 8 .n ei r o , B r a 8il , 1 9 98 .

4) B r a n chi n i M I . M , N tlC Ci M , F i s ch m a n 0 , G ei g e r

D C P , P a r ai o r d a n o ll P M O , M ik a mi Y , N i 畠hi m u r a

E , F ll kn s hi m a I( , M i y aji M ,
C ol o m b o A : T ip a g e rn

m o l e c tll a r p a r a di占Cri mi n a c a o d e is ol a d o s d e

C a n d Ld a a lbic a n B e C a n did a p a r a p 8 u O Si s r e s p o n
･

s a v ei8 P O T C a n did e mi a e m h o B p it ais t e r ci a ri o s ･

B r a Rili a n ∫: h f e c . D is . V ol . 3 (S ll p p l . 2) : S 9 , 1 9 99 .

5) C a l v o a , C o
'

1 o m b o A , F i良C h m a n 0 , L 8 甲r a M ,

T el18 日 F , N i 8 h i m u r a K , F u k u 6 hi m a a , T a n al∈a

R , M iy 8ji M , B r a n chi ni M I J M . : A v ali a c & o d a

m B C e p tibili 血d e a o s a n ti fu n g i c o 白 e C a ri o ti p a g 母T n

el e t r o f o r e ti c a d e i s ol a d o s cli ni c o s d 8 C7Ty P t O C O
･

c c LBS n e Of o r m a n 8 d e dif e r e n t e s r e gi o e s d o B r a 8il,

s e g 1 1 n d o v a ri e d a d e s a 8 e r O tip o B . B r a zili a n J ･ I n f e c ･

D i畠 . V ol . 3 (S u p rll . 2) : S 22 , 1 99 9 .

6) O k a d a K , T a ki z a w a E , M 8 e b a y a g hi Y , N i8 hi
-

m u r a K , M iy aji M ,
F ll kn s hi m a K : C a ri o tip a g e m

el e t r of o r e ti c a d e e s p e ci e 8 d o g c n e r o M a tbT
･

a n Ch e a .

X X C o n g r e s 8 0 B r 8 8il ei r o d e M ic r o bi o lo gi a ”

A b s t r a ct p 3 32 , S al v a d o r , B r a sil , 1 99 9 .

7) A m o ri m R V S , P e d r o s a R P , M elo E S , F uk u -

s hi m a E
,
C a m p o 8 T a k a ki G M : E 8 t 11d o d a

p r od u G a O d e q u it o B a n a p o p dif e r e n t e s e 8 P e Ci e s

d e a L n ni n g h a l n ella a M zL C O T
. ( Z y g o m y c e t 朗) , ⅩⅩ

C o n
g
r e s s o B r 且 Sil ei r o d e M ic r o b iol o gi a , A b s t r a c t

p 33 6 , S al v a d o r , B r a Bil , 1 9 99 .

8) A m o ri m R V S , F u k u s hi m a K , C a m p o s T a k a ki

G M : S c r e e n i n g t o chiti n d e a c e t yl a 8 e a cti vit y

f r o m M l l C O r al e a n f ll n g i ( Z y g o m y c e t e 8 ) . ⅠⅩth

h t e r n a ti o n al C o n g r e s 昌 O f B a c t e ri o l o g y A p pli ed

M ic r o bi ol o g y , A b st r a ct p 2 53 , S y d n e y , A u s t r ali a ,

1 9 99 .

9) E a w ai 冗, K it a g a w a A , F l l k t 1 8h i m a Iく, M i y aj i

M : M it o ch o n d ri a t o x i citi e s o f isl a n di c ll m

a n t h r a q u l n O n e a n d a n t h r a q u l n O id p l g m e n t S ,

h t e r n a ti o n al S y m p o si u m o f M y c o t o x i c o l o g y

'

9 9 (IS M Y C O )
, p 6 6 , C hib a , J a p a n . 19 9 9 .

1 0) B r a n c hi n i M L M , N u c ci M , Fi s ch m a n 0 , A o ki

F C
,

.
P a d o v e z e M C

,
P a p ai o r d a n o u P M O , M ik a m i
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Y , N is hi m u r a a , F u k u B h i m a A , M i y a]
-

i M
,

C olo m b o A L : M ole c ul a r t y p i n g f o r di白C ri mi n か

ti n g C a n did a a lblc a n s a n d C:d n did a p a r a p sil o sls

i白01 且t e S C a n 別 n g bl o o d s t r e a 皿 i nf e c ti o n in g e n 8 r a l

t e r ti a r y c a r e h o p it al s . 39 t h I n t e r s ci 8 TIC e C o n f e
-

r e n c e o n An ti m i c r o bi al A g e n t s a n d C h e m o t h e r a p y

(IC C A C )
,
A b st r a ct p 56 2 , S a m F r a n ci s c o , U S A ,

1 99 9 .

l l) C 且1 v o B M
,
F ia c h m a n 0 , C ol o m b o A . S a n ti a g o

A
,
T h o m p s o n L , L a z e r a M , T elle s F , N i8 hi n tlr a

K , F u k u s hi m a K , T 8 .rl a k a 氏. M iy 8ji M , B r a n d li ni

M L M : 3 9th l n t e r B Cie TI Ce C o rlf e r e n ce o n A n ti m ic -

r o bi &1 A g e n t s a n d C h e m o t h e r a p y (IC C A C) , A b s t
･

r 8 C t p 5 7 1 , B a n F r a n cis c o , U S A , 1 999 .

12) S a n o A , Y o k o y a m 白. K , T a n a k a R , F r 8 . n c o M .

B a g 且gli E , C o oll1 0 K I R , D ¢f a v e ri a , M o n t e n eg r o

M R
,
M iy a3i M , N is hi m u r a a : Ⅴ& ri a ti o n s o f

G P 43 k D a g e n e s e q u e n c e i n P a T
･

a C O C Cid lo id e s

b r a sllie n 8is is ol a t e s o rig i n a t ed f r o m h u m & n s

a n d nirl e -b a n d e d a r m a dill o s ( D a 8 y P u S n O L･e m
-

ci n c t u s) c a p t u r e d i n B o t ll C at u a r e a , S 邑o P 8 .tll o ,

B r a zil . V II E n c o n t r o l n t e r n a ci o n al s o b r e P a r a -

c o c cidi oid o mi c o s e , 2 9 d e A b ril a 2 d e M ai o d 8

1 9 99 , C a m p o s d e J o r d a o , S 邑o P a ul o , B r a gil ,

A - 02 , p 6 9 .

1 3) S a n o･ A , M iy aji M : H y p h a o o f P a r a c o c cidi old e 8

b r a sili e n sis c o n v e r t t o y e a 畠t
･li k e c ell s vi a

c hl a m y d o B P O re ti n d e r s o m e t h e r m al a n d n llt rie n t

c o n diti o n s . E n c o n t r o l n t e r n a ci Q n al s o b r e P a r a -

c o ccidi oi d o m i c o s e , 2 9 d e A b ril a 2 d e M ai ロ d e

19 9 9 , C a r n p o s d e J o r d 互o , S 邑o P a ul o , B r a sil ,

A -02
, p 69 . D - 01

, p 1 2 3 , 1 9 99 ,

1 4) A o ki F fI , T a g tlC h i H , N is hi r n u r a N F , T r 且b a s s o

P
,
Y olくO y a m a K , S a n o A , N is hi m u r a a , M i y aji

M
,
B r a n c hi n i M L M . : Id e n tifi c a ti o n of P a T ･ a C O ･

c cidl o id e s b T .a SilLe n 5is b y p 8 .r ti al G P 43 k D a g e n e

s e q tl e n C e . E n c o n t r o I n t e r n a ci o n al s o b r e P a r a c o -

c cidi oid o m ic o 畠e
,
29 d e A b ri 1 且 2 d e M ai o d e

1 9 99 , C a m p o s d 8 J o r d a o , S 邑o P a t ll o . B r a sil,

A - 02 , p 69 . A - 03
, p 6 8 , 19 9 9 .

1 5) D ef a v e ri F
,
F e c c hi o D

,
S a n o A

.
1t o E

,
K u rit a

N , N i s hi m tl r a K , M i y aji M . : C y t olくi n e s , B a n d

T C D 4 / C D 8 1y m p h o c y t e B i n t h e ltl n g Of m u ri n e

p ulT n O n a r y p a r a C O C Cidi oi d o m y c o 8is . E n c o n t r o

l n t e r n a ci o n a l s o b r e P a r a c o c cidi oid o mi c o s e , 29

d e A b ril a 2 d e M ai o d e 1 9 99 , C a m p o 8 d e

J o r d 邑o
, S a o P & ul o , B r a sil , A -02 , p 69 . E 108 , p 1 44 .

(国内学会)

セ レ ク テ ッ ド シ ン ポジ ウ ム

1) 佐野文子, V ilel a M M S , 高橋 一

朗, 福島和風 瀧

滞香代子. d a Sil v a M T N . 宇野 潤, 西村和子,

宮治 誠: プ ラ ジ)i, , カ ン ビ ー ナ ス の H I V 感触症

虎児口腔内からの C a n dld a d Ltbl h ie n sls の 分離, 同

乱 舞薗誌40 ; 増刊 卜軌 p 57 , 199 9 .

2) 柴田啓亀 大栄田寛子, 伊藤恵美子, 宵治 誠 : ヒ

ト多形核自血球の P a r a c o e cid ioid e s b r a 9ilie n 8Ls に

対する抗菌性 - サ イ トカイ ン の影響. 奥歯練40 : 増

刊1 号, p56 , 1999 .

一 般溝浪

1) 滝滞香代子, 藤崎明希子, 高棉容子, 仁戸田意W ,

前林行j私 R S . C tlr r a h , 西村和子, 官給 奴, 描

島和食 : オ ニ ゲナ目菌の ユ ビキ ノ ン シ ス テ ム お よぴ

5
. 8 S r D N A を含むIT Sl , 2 に基づく A rth r o d e r m a -

t a c e a e の 分子系統. 日本菌学会第4B 回大会く弘前),

辞墳要旨集 p67 , 1 99 9 .

2) 仁戸田意和, 滝帝香代子, 西村和子, 官給 誠, 福

島和貴 : 1 8S r D N A に基 づく病原性黒色真南顎の 系

統解析. 日本歯学会葬4 3 回大会 ( 弘前) , 鼓読書旨

集 p6 8 , 1 99 9 .

3) 西村和子, 田中撫子, 福島和瓦 亀井克彦 : 同
一 患

者から分離された S c hiz o p h y llu T n C O m m u n e 複数

株の 交配行動と mi t o ch o n d ri al D N A の R F L P 解

析. 日本菌学会第43 匝l 大会 ( 弘前) , 草涜要 旨集

p4 4 , 19 99 .

4) 今津道夫, 柿島 尾 福島和瓦 西村和子, 宮治

誠 : ロ シ ア ･ 北 タ
r) ル 若鳥 に分布する ハ イ マ ツ の発

疹さび病菌に つ い て . 日本薗学会第4 3 回大会 (弘前) .

# * & % # p26 , 1 999 ,

5) 今津道夫, 柿鳥 展, 福島和瓦 滝浄香代子, 西村

和子, 宮治 誠 : r D N A 塩基配列に基づ い た日本産

マ ツ 額幹さび病菌の系統関係. 日本微生物資源学会

第 6 回大会 (千葉) . 講演要旨集 p26 , 19 9 9 .

千葉大学 真南医学研究セ ン タ
ー

報告 策3 巷 1 99 9



6) 藤岡 嵐 細江智夫, 河合賢
一

,
. 福島和免 宮治

誠, ･ T r e v oi L u m 母1 y : O id l o d eT h o n B P . T L 8 が 産

. 一生する抗真菌物質の構造 . El 本薬学会第1 18 回年会

( 徳島) , 講演要旨集 I

P1 44 , 199 9 .

7 ) W e nli w i n g , E a 2i u t a k a F u k u 8 hiT n a , K a y o k o

T a ki名a W a , E id e a ki T a g u clli, R 11 0 y u Li , D tl a nli

W a n g , a n d K a E u k o N is h i n u r a : A m i n o a cid

s u b s tit u
_
tio n s i n t h e c y t o cll r O m e P 1 45 0 1 a n o 8 t e r O1

1 4 a - d e m e th y la 8 e ( C Y P 51 A l ) f r o m C αn did a

a lbie a n 8 Cli ni c al i s ol a .t e a w it h diff e r e n t M IC B

t o a z o1 8 S C O r r el a t e w it h in c r e a B e S i n a z ol e r e 8is -

t a n c e . 第4 回千葉真菌症研究会学術 和 会 (千葉) .

要 旨集 199 9 年 5 月29 日, ホ テ ル サ ン ガ ー

デ ン 千

葉.

8) 福島和泉, 結滞香代子, 高橋容子, 仁戸田意和, 節

林行雄, 西村和子, 官給 誠, R . S . C ll r r a h : A r t h -

r o d e r r n a t a c e a e の IT S 領域 に 基づ く分子系統お よ

ぴ オ ニ ゲナ日菌の エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム . 真菌誌40 :

増刊 1 号, p 68 , 1 99 9 .

9) 細江智夫, 河合賢
-

, 福島和貴, 西村和子, 富治誠,

河合賢 一

: ア レ ノレギ ー

性気管支肺其菌症患者か ら単

離された S chi z o p h y ll u ln C O T n T n Zm le の 成分検魚 真

菌誌4 0 : 増刊1 号, p 89 , 1 99 9 .
.

1()) 大栄田素子 , 乗 H 啓幸, 二 川 健, 官給 誠 : 感

染防衛能にお よぽす絶食および復食の 影響. 第5 3

回日本栄養 ･ 食榎学会大会 ( 東京) , 講演要旨集

p2 0 .

外国研究機開,との共同研究

1) エ イ ズ患者におlナる真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ ー

パ ー

ト, ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ
ー

ナ ス 大学, F r a n ci 8 C O

H id e o A o ki 主任講師, M a ri a L l li z a M o r 8 t ti

B r a n chi n i 助教授, P lin i o T a r a b a s白0 医師

2) パ ラ コ ク シ ジ オイデス 症に関する研究 : カ ウ ン タ
ー

パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル甲サ ン

パ ウ ロ 大学生物医学研究所

免疫学研究室 E v a B u r g e r 助教授,
ブ ラ ジ ル 国 サ

ン パ ウ ロ 大学医学部病理学教室 M a r c el o F a bi a n o

d e F r a TI C O 教授, ブ ラ ジ ル 国 サ ン パ ウ ロ 州立大学

ポ ッ カ ツ校医学部病現. J u ri o D ef a v e ri 助教授

3) 接合菌の蘭学に関する研究 : カ ウ ン タ
ー パ ー

ト
,
ブ

ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物学部 G al b a M a ri a

d e C a m p o s T a k a k i 教授

4) 抗其菌剤の 化学的研究 : カ ウ ン タ - 〟 -

ト, ブ ラ ジ

ル 国ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物科学部 N o r m a B u a r q u e

d e G u s m
～

a o 助教授

5) 皮膚真菌症の 同定, 系統, 分頓に関する研究 : カ ウ

ン タ ー パ ー

ト, 韓国 ソ ウ ル 大学 金 正愛 助教授

6) O n y g e n ale 8 日菌構の化学分類, 系統発生学的研免

カ ナ ダ ア ル パ 一 夕 大学 生物学部 ,
R & rld ol p h S .

C u r r a h 教授

国撫支流活動

佐野は19 9 8年7 月 1 日 より1 9 99 年6 月3 0 日ま で ブ ラ ジ

ル 固サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ ー

ナ ス の カ ン ビ ー

ナ ス 大学医学

部小児科に おい て , 国際協力事業団に よるカ ン ビ ー

ナ ス

臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト の長期派適専門家として 国際協力

にあた っ た .

嘗治, 福島は短期専門家として同プ ロ ジ ェ ク ト に派過

された.

海外出張

1) 官給 誠 カ ン ビ ー

ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト

に係る研究指導

ブ ラ ジ ル国 サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ
ー ナ ス市

カ ン ピ - ナ ス 大学 (期間 ; 19 99 年6 月12

日 - 7 月11 E]) .

2 ) 宮治 誠 : 39 th l n t e r s ci e n c e C () n f e r e n c e o n

A n ti m i c r o bi al A g e n t 畠 a n d C h 8 m O th e r-

a p y (I C C A C) に参加 し, 研究発表を行

う. S a m F r a n ci s c o
,
U S A ( 期間 : 1 99 9

年 9 月2 6 日 - 10 月 1 日) .

3) 宮治 誠 : 病原真菌
･

放線菌の 系統保存にかかわる

ま良伝子とそ の発現. 平成1 1 年度文部省

科学研究費補助金 ( 基盤研究 A) .

ブ ラ ジ ル国サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ
ー

ナ ス 市

カ ン ビ -

ナ ス 大学 ( 期間 : 1 9 99 年1 2 月

1 日 - 1 2 月15 日) .

4) 福島和貴 : カ ン ビ
ー

ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト

に係る研究打ち合わせ調査, ブ ラ ジ ル国

サ ン パ ウ ロ 州 カ ン ビ ー

ナ ス市カ ン ビ ー

ナ

ス大学 (期間 : 1 9 99 年1 0月2 8 日 - 1 1月28

日) .
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共同利用研究 ( 国内)

1) 束京情報大学 ･ 教捜 前林行雄 : F a mi ly A r t h r o -

d e r m a t a c e a e の 化学分瓶, 分子系統学的研究.

2) 鬼鍵科大学 ･ 教授 河合賢 一

, 同 ･ 助手 紬ir.智夫 :

病原東商の産生する二次代謝産物の 研究.

3) 中京女子大学 ･ 教授 河合 滑 : 病原性兵衛 B pi -

d e T ･ m O P h y t o T i 産生色索の細胞蛮性発親機序に関す

る研究.

4) 北=q? .大学医学部 ･ 漁師 久米 光 : 肺 ア ス ペ ル ギ ル

ス症 の診断および治療に関する研兜.

5) 徳亀大学 ･ 助手 仁川 健: 絶食および食餌制限時

に おける奥歯感鞄に対する感受性およびサイ ト カイ

ン盛生髄の 変動.

6) 千葉県立中央博物館 ･ 科艮 堀江畿 -

: ブ ラ ジル土

壌中の病原兵衛およぴカ ビ車生産菌の生瀞学的研免

7) 筑波大学農林学系 ･ 教授 柿鹿 廃 : 1) ポゾ - ム

D N A を指壊とした絶対寄生菌類の 同定 ･ 分頼と個

休群解析.

学会活動 ( 主催学会, コ ン ビ - ナ)

1) 宵治 奴 : I n t e r r1 8 ti o n al S y m p o si u m o f M y c o t o -

Ⅹi c o l o g y
'

99
, 平成1 1 年9 月9 E] , 1 0 日 , 干兼 ( 蒋

間委艮) .

2) 福島和食 : t n t e r n at io 皿 81 S y m p o si tl m O f M y c o t o -

xic ol o g y
'

9 9 - 平成11 年 9 月･9 El , 1 0 臥 千葉 ( 組

織委艮) .

研究報告書

1) 哲治 誠 (代表) , 分担: 西村和子, 福島和軌 三

上虫 , 横山新治, 田中玲子, ｢ 稀頗轟蘭 ･ 放線菌の

系統保存に かかわる逝伝子とその発現 (1 03 070 06)+

平成11 年渡文都省科学研究兜補助金 (基地研究 A )

3 60 万円, 研究成果報告暫, 平成11 年度.

2) 栗田啓最 大荒田素子 : 感鞄防衛骨如こおよぼす食事

法の 影甘.

平成10 年皮学術研 欄 麓助成金くすかいら - く フ ー

ドサ イ エ ン ス研究所)

2 00プチ円, 食に関する助成研究調査朝告菅 ( N o .

1 2 , 1 99 9) , p 13 7 ･14 3 .

千葉大学 真菌医学研究セ ン タ
ー

報告 第3 巻 199 9 11


	0005.tif
	0006.tif
	0007.tif
	0008.tif
	0009.tif
	0010.tif
	0011.tif
	0012.tif
	0013.tif



